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人と植物とのかかわりを探る[l1J

植物色名-植物の名前を借りた色名-

松尾英輔*

〔キーワード):伝統色名，英語色名，色名の由来，

種名，属名

はじめに

日本の気候は四季の変化に富み，私たちは色彩豊

かな自然に恵まれた景観を堪能できる.とくに春は，

植物が芽吹き，花を咲かせて，景観の多彩さとその

変化を演出し，秋は多彩な紅葉が山野を染め上げる.

このように自然景観を彩る植物が，身近にみられる

色の名前として使われている.たとえば，桃(モモ)

色，山吹(ヤマブキ)色，桜(サクラ)色，パラ色，

女郎花(オミナエシ)色，桔梗(キキョウ)色，柿

(カキ)色，蜜柑(ミカン)色など，身近なところ

で，誰でも目にする楠物の名前を借りた色名である.

しかし，このことが意外に知られていない.

このような植物の名前を借りた色名はどれほど

知られているのだろうか.15年ほど前に，植物には

比較的なじみがあるはずの，主に農学部学生を対象

にして，植物の名前，正確にいえば，属名・種名(日

本語の和名あるいは外国語名がカタカナ書きで表

現されているもの)が色の名前として使われている

例を尋ねた.その結果，正解は平均してわずか 5個

弱にすぎなかった(松尾・増田 1999). 

そもそも，植物の名前を用いて表現された色名に

はどんなものがあるのだろうか.増田・松尾 (2001)

によると，およそ 1900個の色名のうち，約 50%が

何らかの形で植物に関係するものであり，外国語の

例とあわせておよそ 180個が植物の名前(分類学上

の属または種の和名・異名・別名，カタカナ書きの

外国名)そのものが色の名前となっていた.

このようにたくさんの植物の名前が色名として

存在することは，私たちは色名になっている植物を

日常生活のなかでみかけていることを意味してい

る.このことは，暮らしのなかの植物と色との関係

を，教育的にも，社会的にも活用しうることを示唆

している.たとえば，子どもたちに対しては，庭や

.園芸福祉研究所・九州大学名誉教授 (EisukeMatsuol 

公園で色名となっている花を話題にして植物への

関心を高めたり，色彩感覚を磨いたりなど教育的な

面での活用が期待される.高齢者施設や園芸療法の

場では，庭にある植物が色名になっていることがわ

かれば，会話のきっかけとなり，コミュニケーシヨ

ンが円滑に進むだけでなく，植物への関心が高まり，

栽培活動に励みが出るなど，社会的にも療法的にも

活用しうる.

本稿では，その後に発行された資料をも参考にし

て，主に植物の属名と種名(異名，別名を含む和名

とカタカナ書きの英語名)を借りた色名(植物色名)

をリストアップし，その由来や植物の主な用途をあ

わせて整理し，植物と人間とのかかわりの深さを示

す例のーっとして紹介する.

1.色の表し方

農業や園芸の領域では，とくに植物の色が大きな

役割をもっ.たとえば，花はさまざまな色を表現し

て私たちの目をたのしませてくれるし，果実や種子

はその色によって収穫時期や食べ頃を教えてくれ

る.少し栽培になれてくれば葉の色の変化で、水分や

栄養の状態，病気の種類などを知ることができるよ

うになる.しかしながら，よく考えてみると，とく

に同じ色の花や果物をみても，見た人すべてが同じ

イメージでとらえているかどうかは疑わしい.

それは，一言で色といっても，ほかの色とは違う

という特性(色相)のほかに，明るい色と暗い色と

の違いという特性(明度)，さらに鮮やかな色とよ

り弱し、色とを区別する特性(彩度)という属性を

もっていて(マンセル 2009)，これらの三つの属性

を組み合わせると，色は無限に広がることになり，

どの程度の違いで識別すればよいか収拾がつかな

くなるからである.実際，赤いパラ，赤いトマトと

いっても，黄味を帯びているか青味を帯びているか，

明るし、か暗いか，鮮やかかそうでなし、かなど，見る

人によってその色のイメージはいちじるしく異な
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こういうわけで，微妙な色の違いを求められる建

築，服飾，室内装飾，家具・調度品などの専門領域

では，規格をそろえ，認識を共通にするために，こ

れら三つの属性に基づいて色を表現するマンセル

表色系が広く用いられている.カーテンの生地や壁

紙の色を選びに行った庖で，色を記号・番号で説明

されて戸惑ったという方は多いのではなかろうか.

農・園芸領域でも，花や果物の色を表現するときに，

一部に上記の考え方を取り入れたカラーチャート

を使って表現することがある.

上記のように，記号や番号で色を表現されても，

素人にはかえってわかりにくく，イメージがわかな

い.普段の生活のなかでは，色の厳密な表現を求め

るよりも，融通無碍(ゅうずうむげ)，ある意味で

は，当たらずとも遠からずの，きわめてあいまいな

色の表し方のほうが各人の想像が膨らみ，夢があっ

てよいというとらえ方もありうる.古来伝統的に行

われてきた色の識別とその伝達は，現時点で考えれ

表l 植物に関係のある色名の特徴による分類とその例

項目

ば，そのあいまいな表し方の典型的なものといえる

ので、はなかろうか.

2 植物に関係ある色名の特徴と分類

植物に関係のある色名は，植物の名前(科名，属

名，種名，品種名，それらを特定しない総称など)

を用いないものと用いたものとに大別される.前者

では，植物がもっ一般的な色の特徴や，植物の成長

段階にみられる色，植物とは関係のない色と組み合

わせた連結色があげられる.後者では，植物の名前

そのもののほかに，それらの濃淡，植物の成長にと

もなう色の変化をとらえた色，器官や部位を用いて

表現した色，色の名前となっている植物を連結して

表現した色，植物の産品やそれからできる製品の色，

植物の名前ではない色と組み合わせた連結色など

がある.それらを大まかに分類していくつかの例を

示したのが表 lである.

植物の種類を分類学的に特定できない，すなわち，

植物に関係はしているが，植物の名前ではなく，植

色名の例

1.植物の名前を特定できない色名

植物に共通する特性 草色，花葉色，樹皮色

成長段階の特徴

植物とは無関係な色との結合色

2.植物の名前ではなく，製品や部分

3.植物の名前を用いる色名

科名

植物(属，種)を特定できない

属名または種名

品種名・系統名

器官・部位葉
花

果実

皮・根

特徴的色を強調

成長段階の特徴

色の濃淡

結合色名(組み合わせ)

若草色， (若)苗色，若菜色，若葉色，青葉色，紅葉色，枯草色，朽葉色

赤朽葉色

辛子色，マスタード，菜種油色，菊萄酒色，枇榔子色，土筆色，麦藁色，藁

色

オーキッド色

茅色，笹色，苔色，柴色，団栗色，菜の花色

表2を参照のこと

紅梅色，紅藤色白藤色
松葉色，柳葉色，柚葉色，ベイ・リーフ

桃花色，桔梗花色，アップルブロッサム

桑の実色，椋の実色，栗皮色，麦穂色

紫根色，槍皮色
茄子紺，栗皮茶，豆がら茶，キヤロットオレンジ，サルビアブ、ルー，レモン

イエロー，ポピーレッド，オレンジグリーン

萌葱色，早蕨色，若竹色，青竹色，老竹色

浅葱色，浅藍色，薄紫色，濃紫色，深蘇芳色

植物の色名 桑茶色，藤紫色，紅柑子色

ほかの色名 青紫色，赤樫色，茶褐色，焦茶色
注 1:紫陽花，模花，卯の花，尾花，女郎花，燕子花，紅花，コーンフラワー，サンフラワー，ベルフラワーなどは

植物名である.
注 2:本表は主として r演田信義(編)2007 日本の伝統色.ピエ・ブックス 東京J，r福田邦夫 2006 色の名前

507.主婦の友社.東京J，r梅樟ら.講談社カラー版日本語大辞典.講談社.東京Jによって作成した.
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物に共通する特性を表現した例としては，草色，花

葉色，樹皮色などがある.植物の成長を示す色名と

しては，若草色，苗色，若苗色，若菜色，若葉色，

青葉色，紅葉色，枯草色，朽葉色などがあげられる.

赤朽葉色は，植物の特徴と植物とは関係のないほか

の色とを組み合わせた連結色名である.

植物の名前を含むか，それに類似しているが，植

物そのものではなく，それらから得られる製品ある

いはその類似品の色名として，辛子色・マスタード

色(カラシナの種子で、作った香辛料)，菜種油色(ナ

タネ種子からしぼった油)，葡萄酒色(英語ではワ

インカラー)，横榔子色(びんろうじいろ;ピンロ

ウの種子)，土筆色(スギナの生殖器官)，麦藁色(乾

燥したムギ類の稗と葉)，藁色(乾燥したイネの稗

と葉)などがあげられる.

植物の名前を用いた色名のうち，分類学上の科レ

ベルではオーキッド色がみられる程度である.オー

キッドという言葉を聞いたとき，外国人には特定の

種あるいは属のランがイメージされているのであ

ろうが，日本人にはわかりにくいし，外国人でもだ

れもが同じものをイメージしているかどうかはわ

からない.

属・種レベルの植物色名が本稿の主題でもあり，

その数が多いので，後で詳しく述べる.

属を越えていくつかの植物の総称が使われ，属名

や種名が特定できないものでは，茅色，笹色，苔色，

柴(ふし)色，団栗(どんぐり)色などがある.品

種・系統レベルの名前では，紅梅色，紅藤色，白藤

色，パンジー色などがある.

植物の器官や部位を用いて示した色名では，松葉

色，柳葉色，柚葉色，ベイ・リーフなど莱の色，桃

花色，桔梗花色，萩花色，アップルブロッサム，ピー

チブロッサムなど花の色，桑の実色，椋の実色，栗

皮色，麦穂色など果実・種子の色，紫根色，槍皮色

など根や茎(樹皮)の色を示すものがある.なお，

花あるいはフラワーという文字が付いた撞花，紫陽

花，卯の花，尾花，女郎花，燕子花，紅花，コーン

フラワー，サンフラワー，ベルフラワーなどはいず

れも植物種の和名あるいは英名である.

ある植物に特有な色であることを強調して示す

色名として，茄子紺，栗皮茶，豆がら茶，サルビア

ブルー，オリーブグリーン，レモンイエロー，キャ

ロットオレンジ，ポピーレッドなどがあるが，いず

れかといえば，英語由来の色名に多くみられる.

成長段階の植物の色を示すものには萌葱色，早蕨

色，若竹色，青竹色，老竹色など，濃淡の色彩を示

す色には浅葱(あさぎ)色，浅藍(うすきあい)色，

濃蘇芳(こきすおう)色，淡紫(薄紫)色，濃紫(こ

きむらさき)色などがある.さらに，他の色と組み

合わせた連結色名には，色名となっている植物の名

前同士を組み合わせた色(桑茶色，藤紫色，紅柑子

色など)のほかに，植物とは関係のない色名と組み

合わせた色(青紫色，赤燈色，茶褐色，焦げ茶色な

ど)がある.

3. 植物色名・植物の属名・種名(和名・別名)を

借りた色名，その由来と植物の用途

本稿では，参考資料に記載された色名のなかから，

原則として植物の属名と種名(日本の伝統色名では

和名ならびにその別名・異名・古名，外来語由来の

色名は英語名)を用いた色名(植物色名)を可能な

限りピックアップした(表 2).その際，日本の伝統

的植物色名(伝統色名と略記)と英語の植物色名(英

語色名と略記)とは必ずしも対応しているわけで、は

ないので，本稿では分けてまとめた.というのは，

日本の色名と併記されている英語の色名は，色の類

似によって選ばれ，意味や由来はお互いに無関係な

ものが多い(福田 1999) からである.たとえば，

藤色は英語色名では Wisteria(ウィステリア)(演田

2007)のように，和英の植物色名が一致している例

もあるが，欝金色には英語では Dandelion(ダンデ、イ

ライアン) (長崎 1988)や，まったく植物とは関係

のない Goldenyellow (演回 2007) があてられたり

している.また， Marigoldの英語色名があてられて

いるのは萱草色である(長崎 1988). 

本稿にリストアップされた植物色名は，伝統色に

ついては，色名では 122個，漢字表記で 117個，属・

種名の数では 111個であり，英語由来の外来色では，

カタカナ表記の色名 132個，属・種名の数では 124

個で、あった.

まず植物色名の数は， 2001年の報告(増田・松尾

2001)に比べるとかなり多い.伝統色名が増えた理

由の一つは， 2001年には取り上げられていなかった

重色目(かさねのいろめ)を加えたことである.

英語色名の増加については，福田 (1999)が指摘

するように死語化する色名もあろうが，知識や技術
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表2 植物の名前を借りた色名(植物色名)，その由来と植物の主な用途

く伝統的植物色名>

色名 漢字表記 和名・別名 学名 色名の由来 主な用途

あいいろ 藍色 アイ Polygonum tinctorium 染色 染料

あおいいろ 葵色 アオイ，タチアオイ Althae官 rosea 花 観賞

あかねいろ 茜色 アカネ Rubia cordifolia 染色，根 染色，薬

あさがおいろ 朝顔色，樺花色 アサガオ(ムクゲの古 Hibiscussyriacus 花 観賞

名)

あじさいいろ 紫陽花色 アジサイ 尺ydrangeamacrophy//'α 花 観賞

あずきいろ 小豆色 アズキ Phaseolus angularお 種皮 食

あまいろ 亜麻色 アマ Linum usitatissimum 繊維 繊維，油

あやめいろ 菖務色 アヤメ，ショウブ lris nertschinskia 花 観賞

あんずいろ 杏色 アンズ Prunus armeniaca 果実 食，薬

いちごいろ 主主色 イチゴ Fragaria spp 果実 食

うこんいろ 童書金色 ウコン Curcuma longa 根茎，染色 薬，染料

うのはないろ 卯の花色 ウノハナ，ウツギ Deutzia crenata 花 観賞

うめいろ 梅色 ワメ Prunus mume 花 食

えびいろ 葡萄色，海老色 エピヅ、ル，ヤマブドウ Vitis spp 果皮 食

おうちいろ，あうちいろ 棟色，樗色 センダン Melia azedarach 花 薬，材

おぎいろ 荻色 オギ Miscanthus sacchari;戸on品 枯れた植物 屋根ふき

おばないろ 尾花色 ススキ Miscanthus sinensis 枯れた植物 屋根ふき

おみなえしいろ 女郎花色 オミナエシ Pαtrini，αsc，αrbiosαefolia 花 観賞

かいどういろ 海業色 カイドウ Malus halliana 花 観賞

かえでいろ 楓色 カエデ Acer spp目 業 観賞

かきいろ 柿色 カキ Diospyros kaki 果皮 食，材

かきっぱたいろ 燕子花色・杜若色 カキツパタ lris laev恕"ata 花 観賞

かじいろ 梶 カジ(ノキ) Broi凶 sonefi，α，papyrifera 茎葉 和紙

かばいろ 樺色 ダケカンパ，ヤマザク Betulaspp 樹皮 中寸

フ

かばいろ 蒲色 カパ，ガマ 砂'Phalatifolia 穂、 薬

かぼちゃいろ 南瓜色 カボチャ Cucurbita moschata 果肉 食

かりやすいろ 刈安色 カリヤス Miscanthus tinctorius 染色 染料

かんぞういろ，かぞうい査草色 ノカンゾウ，ヤブカン Hemerocallisspp. 花 観賞，食

ろ ゾウ

かんとういろ 款冬色 ツワブキ，フキ Ligularia tussilagine，α 花 観賞，食，薬

かんらんしょく 撤標色 オリーブ Ole.α出向pα四 果実 食

ききょういろ 桔梗色 キキョウ Platycodon grandiflorum 花 薬，観賞

きくいろ 菊色 キク 印刷anthemummorifolium 花 観賞

きずいせんいろ 黄水仙色 キズイセン Narcissus jonquilla 花 観賞

きはだいろ 黄紫色 キハダ Phellodendron amurense 樹皮 材，薬，染料

きやらいろ 伽羅色 キャラ(ボク) Tax凶 C出 pidαta 染色 香，染料

くずいろ 葛色 クズ Pueraria thunbel宮wna 葉 食，薬

くちなしいろ 楯子色・支子色 クチナシ Gαrdeni，αj田 minoid白 染色，果肉 食，薬，染料

くぬぎいろ 機色 クヌギ Quercus acut日Slma 染色 材，染料，薬

くりいろ 栗色 クリ Castanea crenata 種皮 食

くるみいろ 胡桃色 ク/レミ Juglans manゐhuriclα 種皮，染色 食，材

くれない(いろ) 紅・紅色 クレナイ，ベニバナ Cαrthamus tinctorius 染色 染料，薬，油，

食

くわいろ 桑色 クワ Morus bombycis 染色 染料，食

こうじいろ，かんじいろ 柑子色，柑色 コウジ，タチバナ Cit四 stachibanα 果皮，果実 食

こくたんいろ 黒檀色 コクタン Diospyros ebenum 材 キオ
こむぎし、ろ 小麦色 コムギ Triticum a回 ti四 m 種子 食

さくらいろ 桜色 サクラ Prunus spp 花 観賞

ざくろいろ 柘檎色 ザクロ Punica granatum 果皮、花 食，薬，観

さふらんいろ 泊夫藍色 サフラン Crocus sativus 花 薬，染料，香辛

しおんいろ 紫苑色 シオン Aster tataricus 花 観賞，薬

したんいろ 紫檀色 シタン Pterocαrpus 抽 出α1inus 木部 材

しゅろし、ろ 椋欄色 シュロ Trachycarpus spp. 幹皮 薬，繊維
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表 2 植物の名前を借りた色名(植物色名)，その由来と植物の主な用途(続き)

色名 漢字表記 和名.7JIJ名 学名 色名の由来 主な用途

しようびいろ，そうびい蓄殺色 バフ Rosa hybrida 花 観賞，薬

ろ

しょうぶいろ，あやめい菖蒲色 アヤメ，ハナ、ンョウブ lris印刷師 花 観賞

ろ

すおういろ 蘇芳色 スオウ，スホウ Ca田αlpiniasαrppan 染色 染料

すすきいろ 薄色 ススキ Mis四国rhussinens阻 枯れた植物 屋根葺き

すみれいろ 茎色 スミレ Viola mandshurica 花 野草

せきちくいろ 石竹色 セキチク Dianthus chinensis 花 観賞

そうしょく，しゅろいろ 桜色 シュロ Trachyc，αrpus spp 幹皮 薬，織維

だいだいいろ 燈色 ダイダイ Citrus aurantium 果皮 食

たちばないろ 橘色 タチバナ Citrus tachibana 果皮 食

たばこし、ろ 煙草色 タノ王コ Nicotiana tabacum 乾燥葉 噌好，薬

たんぽぽいろ 蒲公英色 タンポポ T町田G四 'mplatycarpum 花 食，薬

ちくさいろ，ちぐさいろ 千草色 ツユクサ Commelina commulis 花，染色 染料

ちゃいろ 茶色 チャ Camellia sinensis 染色 飲

ちょうじいろ 丁子色 チョウジ(ノキ)，ク S)勾'giumaromati，四 m 染色 食，香料，染料

ローブ

ちょうしゅんいろ 長春色 チョワシュン，コウシ Rosachinensis 花 観賞

ンバラ

っきくさいろ 月草色 ツユクサの古名 Commelina commulis 花，染色 染料

つつじいろ 際関色 ツツジ Rhododendron spp 花 観賞

つばきいろ 椿色 ツバキ Camellia japonica 花 油，観賞

つゆくさいろ 露草色 ツユクサ Commelina commulis 花，染色 染料

つるばみいろ 橡色 ツノレパミ， クヌギ Que町 山 acutissima 染色 材，染料，薬

つわぶきいろ 石蕗色 ツワブキ Ligulα口αtussilaginea 花 観賞，食，薬

とうもろこしいろ 玉萄黍色 トウモロコシ ZeamのIS 種子 食

とくさいろ 木賊色 トクサ Equisetum hiemale 手早 (乾燥) 研磨，薬

なしいろ 梨(子)色 ナシ Pyrus serotii阻 果皮 食

なたねいろ 菜種色 ナタネ Br，田 sicacamp四 tris 油 食，油

なつはぎいろ 夏萩色 ナツハギ，ミヤギノハ Lespedezathunber.宮11 花 観賞

ギ

なでしこいろ 撫子色 ナデ¥ンコ，カラナデシ Dianthussuperbus 花 観賞

コ

につけいいろ 肉桂色 ニッケイ Cinnamomum /oureirii 乾燥樹皮 香料，薬

にわうめいろ 唐楊色 ニワウメ Prunus japonica 花 観賞

にんじんいろ 人参色 ニンジン Daucus carota 塊根 食

はぎいろ 萩色 ノ、ギ Lespedeza bicolor 花 観賞

はじいろ，はぜいろ 櫨色 ノ、ジ，ハゼ，ヤマハゼ Rhussilvestris 染色 蝋，染料

はしばみいろ 榛色 ノ、シ、ノノ、.'主、 Corylus heterophylla 果実 食

はなしょうぶいろ 花菖蒲色 ハナショウブ lris ensata 花 観賞

はねずいろ 朱華色 ニワウメ Prunus japonica 花 観賞

はまなすいろ 政魂色 ハマナス，ハマナ、ン Rosarug，回 G 花 食，染料，香

はまなでしこいろ 浜撫子色 ハマナデシコ Dianthus japonicus 花 観賞

ばらいろ 蓄積色 ノミフ Rosa hybrida 花 観賞，薬

はりいろ 榛色 ハリ(ノキ)，ハンノ Aln悶 japonica 染色 工芸

キ

ひなげしいろ 雛嬰粟色 ヒナゲシ Papaverrh阿 部 花 観賞

ひまわりいろ 向日葵色 ヒマワリ Helianthus annuus 花 観賞，油

ひめゆりいろ 姫百合色 ヒメユリ Lilium concolor 花 観賞

びわいろ 枇杷色 ピワ Eriobotryαjaponica 果実 食，薬

ふきいろ 款冬色 フキ，ツワブキ Petasit由 japonicus 花 食，薬

ふじいろ 藤色 フジ，ノダフジ Wi，何1stl臼'ar，円iaflo町r円E伽 nd.ぬa 花 観賞

ふじばかまいろ 藤袴色 フジバカマ Eupatorium stoechadosmum 花 観賞，薬

ぶどういろ 葡萄色 ヤマブドウ，エピヅノレ Vitis spp. 果皮 食

ベにばないろ 紅花色 ベニバナ Carthamus tinctorius 染色 染料，薬，油，

食
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表 2 植物の名前を借りた色名(植物色名)，その由来と植物の主な用途(続き)

色名の由来

花

葉

花

花

果皮

植物

花

染色

果実

花

花

色名 漢字表記

ぼたんいろ 牡丹色

まついろ 松色

まつばぼたんいろ 松葉牡丹色

まゆみいろ 樟色

みかんいろ 蜜柑色

みるいろ 海松色

むくげいろ 木樺色，僅花色

むらさきいろ 紫色

むらさきしきぶいろ 紫式部色

もくせいいろ 木犀色

もくらんいろ，もくらん木蘭色

じき

和名 .jjrJ名 学名

Paeonia suffuruticosa 

Pinus spp. 

Portulaca grandiflora 

Euonymus sieboldiana 

Citrus spp 

Codium fragile 

Hibiscus syriacus 

Litho司permumerythrorhizon 

Callicarpa japonica 

Osmanthus asiaticus 

主な用途

観賞

材，観賞

観賞

弓キオ

食

食

観賞

染料，薬

観賞

観賞

観賞

ボタン

マツ

マツバボタン

マユミ

ミカン

ミノレ

ムクゲ

ムラサキ

ムラサキシキブ

モクセイ

モクラン(モクレン) Magnolia liliflora 

餅陸部鴎色

桃色

柳色

山吹色

楊梅色

蓬色

竜胆色

棒榛色

山葵色

モチツツジ

モモ

ヤナギ

ヤマブキ

ヤマモモ

ヨモギ

リンドウ

レモン

ワサビ

賞

薬
観

料

薬

薬

染

薬

賞

'

賞

賞

'

'

賞

観

食

観

観

食

食

観

食

食

たし

実

ろ
果

お

色

皮

り

茎

花

花

葉

花

染

葉

花

果

す

根

花

m
 

u
 

a
 

pp a 
4
 

巾四ω
 

v
，
 

C
 

間

百

α

刊

現

印

官

加

即

」

山

政

叩

m

l一
泊

n
即

岡

町

χ
よ

U

U

出

回

q

初

日

a
m
p
-
m
川

町

山

叩

伽

川

町

M

S

汀
T

1

・
2

μ

別

』

!

"

句

Jm

附

h

m

m
伽

帥

M

M

M

m

m

臼

t
M
M
均
h
m

白
山
肌
川

もちつつじいろ

ももいろ

ゃなぎいろ

やまぶきいろ

やまももいろ

よもぎいろ

りんどういろ

れもんいろ

わさびいろ

忘れ草色 ワスレグサ(カンゾウ Hemerocallisルlva

の古名)

観賞，食わすれぐさいろ

勿忘草色

吾亦紅色

ワスレナグサ

ワレモコウ

花

花

観賞

野草

わすれなぐさいろ

われもこういろ

均 osol;sscorpioidl由

Sang;山 orbαoffici問 lis

く英語(カタカナ書き)の植物色名>

色名

アーモンド

アイリス

アスター

アプリコット

アボカド

アマランサス

インディゴ，インジゴ

色名の由来

乾果皮

花

花

果実・皮

果皮

葉

染色

主な用途

食

観賞

鑑賞

食

食

食，染料

染料

和名・別名 学名

アーモンド Prunus dulcis 

アイリス lris spp. 

ヨメナ，エゾギクなど Asterspp 

アンズ Prunus armeniaca 

アボカド Persea americana 

ハゲイトウ b叩 ranthusspp. 

インデイゴ，インドア lndig.ザ"eraspp. 

イ

花 観賞フジウィスタリア，ウィステ

リア

ウォルナット

エッグプラント

エボニー

エリカ

エルダーベリー

エンダイブ

Wistaria spp. 

種皮

果皮

材

花

果実

葉(植物体

食，材

食

材，木工

観賞

薬

食

クノレミ Juglans spp. 

Solanum melongena 

Diospyros ebenum 

Erica spp. 

ナス

コクタン

エリカ，ヒース

ニワトコ Sambucus spp 

キクジシヤ，エンダイ Chicorium endivia 

ブ

実

皮

根

材

果

果

花

花

花

花

葉

塊

家具，建材

食，材

食

観賞

観賞

観賞，油

観賞

食

食

オーク，コナラ属

オリーブ，カンラン

オレンジ

カーネーション

カトレア

ツバキ

ホタ/レブクロ

キャベツ

ニンジン

オーク

オリーブ

オレンジ

カーネーション

カトレア

カメリア

カンパニュラ

キャベッジ

キャロット

αar.ωs spp 

Olea europaea 

Citrus aurantium 

Dianthus caryophyllus 

Catleya spp. 

Camelliajaponica 

Campanula punctata 

Brassica oleraceα 

Daucus carota 
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表 2 植物の名前を借りた色名(植物色名)，その由来と植物の主な用途(続き)

色名 和名・別名 学名 色名の由来 主な用途

グラジオフス グ‘フジオフス，オフン Gladiolusgandavens日 花 観賞

ダアヤメ

グレープ ブドウ Vitis vinザera 果実 食

グレープフルーツ グレープフルーツ Citn晶 paradisi 果皮 食

クロッカス クロッカス Crocus spp. 花 観賞

コーク，コルク コノレク， コノレクガシ Quercus suber 樹皮 コルク栓

コーヒー コーヒーノキ Co.lfea spp. コーヒー茶 飲料

コーン(主に米) トウモロコシ ZeamのIS 種子 食，油

コーンフラワー ヤグルマギク Centaurea cyanus 花 観賞

コスモス コスモス，アキザクラ CosmosSpp. 花 観賞

サフラン サフラン Crocus sativus 花の雄蕊 薬，染料，香辛

サルビア(赤) サルビア Sαlviαo.fficinalis 花 観賞

サロー ネコヤナギ，カワヤナ Salixspp. 花 観賞

ギ

サンフラワー ヒマワリ Helianthus an即 us 花 観賞

シクラメン シクラメン Cyc/amen persicum 花 観賞

シスル アザミ Cirsium spp. 花 食

シトラス，シトロン，シ シトロン，マノレブ、シュ Citrus medica 果皮 食

トリン カン

シナモン ニッケイ Cinnamonum loureirii 樹皮(乾燥) 香料，噌好

ジャスミン ジャスミン Jasminum spp 花 観賞，香水

ジュニパー セイヨウネズ Jun伊e叩 'scommunis 葉 園芸，小容器

ジョンキノレ キズイセン Narcissus jonquilla 花 観賞

ジンジャー ショワガ Zingiber o.fficinale 根茎皮 食

ストロペリー イチゴ Frag.αrri，αchiloensis 果実 食

スブルース トウヒ Picea spp 業 材

スベアミント スペアミント，ミドリ Mentha spicata 葉 香料，油

ノ、ッカ

ゼラニウム ゼラニウム Pelargonium inquinans 花 観賞

セロリ セロリ Apium graveolens 植物 食

ターメリック ウコン Curcumadom回 tica 粉 薬，染料

タイガーリリー オニユリ Liliuml倒 Cザolium 花 観賞

ダッファデ‘イ/レ ラッパスイセン Narcissus ps四 dona陀 iss出 花 観賞

ダフニ ジンチョウゲ Daphne odora 花 観賞

ダムズン(ダムスン) セイヨウスモモ，プ Prunusdomestica 果皮 食

ラム

タンジェリン(オレンジ) ミカン Citrus reticulata 果皮 食

ダンディライアン タンポポ Tαi出邸umplatycarpum 花 観賞，薬，食

チーク チーク Tectona grandis 材 材

チェスナット セイヨウトチノキ Aesculus h伊1f1ocaslanum 種皮 染料，材，観賞

チェスナット クリ Castanea spp. 種皮 食，染料

チェリー セイヨウミザクラ Prunus avium 果皮 食

チャイニーズピンク セキチク Dianthus chinensis 花 観賞

チャイブ チャイブ(アサツキ) Allium schoenoprasum 葉 食

トマト トマト Solanum lycopercicum 果実 食

ナスタチウム キンレンカ Tropα'eolummαifus 花 観賞，食

ニンフェア スイレン Nymphae，α官pp. 花 観賞

パーシマン カキ Dio主pyroskaki 果皮 食

八ーす カバノキ Betula spp. 樹皮 キオ

ノ〈ーベイン ノ〈ーベナ，クマツヅラ防rbenaspp. 花 観賞，香料，薬

バーベ十 ノ〈ーベナ，ピジョザク 防rbenaspp. 花 観賞，香料，薬

フ

バイオレット スミレ Viola spp. 花 観賞

パイナップル パイナップル Ananas comosus 果肉 食

バターカップ キンポウゲ Lanunculus spp. 花 観賞

バナナ パナナ Musaspp. 果実 食
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表 2 植物の名前を借りた色名(植物色名)，その由来と植物の主な用途(続き)

色名 和名・別名

スイカズラ

バニラ

パプリカ

カボチャ

ヒアシンス

ブナノキ

モモ

ピ「ーマン

シャクヤク

ビスタチオ

ハニーサックル

学名

Lonicera spp. 

Vanillapl，αnザoliα

Capsicum annuum 

Cu，叫向山間目ima

Hy，αcinthus orientalis 

Fagus c，問nat，α

Prunus pers ica 

Capsicum ann刷 m

Pα四 ni，ααlbiflora

ハニフ

パプリカ

バンプキン

ヒアシンス

ビーチ

ピーチ

ヒ。ーマン，ピメントー

ヒoオニー

ビスタシオ，ビスタチオ Pistacia vera 

ピンク ナデシコ，セキチク Dianthus superbus 

へーゼル，ハシバミ Corylus avellana 

ブーゲンビレア Bougainvillaea spp目

ワスレナグサ Myosotis scorpioides 

ジギタリス，キツネノ Digitalis purpurea 

フィルパート

ブーゲンピリア

フォアグットミーノット

フォックスグラブ

テブクロ

フクシャ フクシヤ，ヒョウタン Fuchsiaspp. 

ソウ

アマ Linum usitatissimum 

クロイチゴ Rubus斤ulicosus

セイヨウスモモ Prunusdom田 tica

セイヨウサクラソウ Primula spp 

ブ、ルーベリー 均CClnlUmspp 

セイヨウスモモ Prunus dom回 tica

ハシバミ，ヘイゼル Corylusavellana 

ナッツ

フラックス

ブラックベリー

プラム

プリムローズ

ブルーベリー

ブルーン

へイズル，へイゼル

ベゴニア ベゴニア

エリカ，ヒース

Begonia spp 

Eric，αspp ヘザー

ベチュニア

ペパーミント

ペチュニア Petunia spp. 

ペパーミント，セイヨ Menthax piperita 

ウノ、ッカ

ヘリオトロープ Heliotropium arbor，ι'scens 

カンノfニュラ Campanula spp. 

キキョウ Gentiana spp. 

へンナ，シコウカ Lowsonia inermis 

コムギ Triticum aesti叩 m

マロニエ， トチノキ A田 culushippocastQ1叩 m

ザクロ Punica granatum 

ヒナゲシ，ケシ Papaver rhoeas 

マホガニー Swietenia mahogani 

センジュギク，マリ - Tagetes spp. 

ヘリオトロープ

ベルフラワー

ベノレフラワー

へンナ

ホイート

ホースチェスナット

ポームグラニット

ポピー

マホガニー

マリーゴールド

ゴールド

マルーン

マルーン

マロニエ A四 culushippoc国 的num

クリ(古くはマロニ Castaneaspp. 

エ)

クワ MOI加 bombycis

アオイ，ゼニアオイ Malν'aspp. 

ミカン Citrus問 ticulata

ヤドリギ Viscum alb引m

アカシア Mimosaspp 

ミント Mentha spp. 

トウモロコシ Zeama.卵
カエデ Acer spp. 

メロン Cucumis melo 

マノレパアサガオ Pharbitis purpurea 

セイヨウトリカブト Aconitum spp. 

マルペリー

マロー，マロウ

マンダリンオレンジ

ミスルトー

ミモザ

ミント

メイズ(主に英)

メープル

メロン

モーニング、グローリー

モンクスフッド

色名の由来

花

花

果皮

果肉，果皮

花

材

果肉

果皮

花

種皮

花

種皮

花

花

花

花

維

実

皮

実

皮

皮

繊

果

果

花

果

果

種

花

花

花

葉

花

花

花

染色(全草)

種子

種皮

種の果肉

花

材

花

種皮

種皮

実

皮

葉

子

果

花

果

茎

花

業

種

ワ

肉果

花

花

主な用途

観賞

食，香料

食

食

観賞

木工

食

食

観賞，薬

食

観賞

食

観賞

観賞

観賞，薬

観賞

糊
食
食
一
一
食
食
食

賞

賞

賞

観

観

観

香

観賞

観賞

観賞

染料

食

材(木工)

食，薬

観賞

材

観賞

染料，材，観賞

食，染料

食，薬，材

観賞

食

薬

観賞

香料

食

材，飲料

食

観賞

観賞，薬
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表 2 植物の名前を借りた色名(植物色名)，その由来と植物の主な用途(続き)
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色名 平日名 . jJlJ名 学名 色名の由来 主な用途

ライム フイム Cit叩 saurantifolia 果皮 食

ライラック ムラサキハシドイ，リ Syringa四 19aris

フ

花 観賞

ラズベリー

ラベンダー

ルーピン

ラズペリー Rubus spp. 果実 食

ラベンダー Lavendula ojjicinalis 花 観賞，香料

ノボリフジ，ルピナス Lupinusspp 花 観賞

レモン レモン Citrus limon 果皮 食

ローズ ノ〈ラ Rosahybrida 花 観賞，香水

ローズウッド シタン Pterocarpus santalinus キ寸 材

ロータス ハス Nelumbonuc仲間 花 食，観賞

ローリエ

ロッグウッド

ゲッケイジュ

アカミノキ

ロベリア サワギキョウ

本表は本稿の末尾に挙げた参考文献によって作成した.

の進歩発展，他言語からの影響(本稿では英語以外

はリストアップしていなし、)などによって多様化す

る傾向がいちじるしいことのほかに，日本人の日常

生活の場で最近とくに顕著になった横文字の氾濫

を反映しているものと考えられる.

上に述べたように，表記法や読み方で色名の数が

少し違ってくるのは，漢字表記は同じであるが読み

方が異なる例，国や地方によって名前が異なる例

(異名，男iJ名など)，時代によって植物名であらわ

す色そのものや読み方が変わる例，色名のもとに

なっている植物が違っている例などがあるためで

ある.それらをすこし詳しくみてみよう.

まず，同じ漢字でありながら，違った読み方をさ

れる色名として，菖蒲色は， IあやめいろJ，Iしょ

うぶいろん葡萄色は， Iえびいろん「ぶどういろJ，

撞花色は， IあさがおいろJ(朝顔色と書くこともあ

り，ムクゲ=木撞の古名だといわれる.)， Iむくげ

いろん款冬色は IかんとういろJ，Iふきいろん

菩被色は， IしようびいろJ(または「そうびいろJ)， 

「ばらいろJ，榛色は， IはりいろJ，IはしばみいろJ

がある.

かな表記では同じであるが，漢字は異なっている

例として， Iかばいろ」がある.カパザクラやダケ

カンパなどの樹皮の色である「樺色」と，ガマの穂

の色を示す「蒲色j である.

古い名前が色名のなかに残っている漢字表記の

例として次のようなものがある.伝統色名では，楼

(シュロまたはソウと読む)色は、ンュロの， I月草J，

「千草」はツユクサの， I橡」はクヌギの， I忘れ草」

Laurus nobilis 

Haemato.吟lum

campechωnum 

Lobelia sessilifolia 

葉

キ寸

花

香料，薬

染料

観賞

はカンゾウの， I朱華J，I唐楊」はニワウメの， I尾

花」はススキの古名である.パラの「蓄積J(そう

び，しようび)は今では古名の部類に入るとみるこ

とができょう.

前述の古名のほかに，別名や異名による色名があ

るために，同じ植物がいくつかの色名をもっ例があ

る.伝統色名では，ベニバナは紅(くれなし、)色と

紅花色，タチバナは柑子(こうじ)色と橘色，アヤ

メはあやめいろとしょうぶいろ，フキは款冬色と蕗

色，ツワブキは款冬色と石蕗色があげられる.英語

色名では，マロニエがマルーン，チェスナットと

ホースチェスナット，クリはチェスナットとマルー

ン，トウガラシはパプリカとピーマン，ミカンはタ

ンジェリン(オレンジ)とマンダリンオレンジ，ハ

シバミはへイゼ、ルとフィルパート，セイヨウスモモ

はプラム，ブルーンとダムズン， トウモロコシは

コーンとメイズなどである.

さらに，同じ色名でも，由来する植物(属名，種

名など)が異なる記述もみられる.たとえば，樺色

はダケカンパやヤマザクラの樹皮の色に由来する

といわれるし，款冬色は，フキあるいはツワブキの

花色とされる.チェスナットはクリやマロニエの果

実，ベルフラワーはキキョウやホタルブクロの花，

マルーンはマロニエやクリの果実の色を指してい

るといわれる.

珍しいところでは，同じ植物に由来する色名であ

るが，日本の伝統色「桃色」は花の色に由来するの

に対して，和名モモにあたる英語「ピーチjが色名

として使われる場合には果肉の色を表わす，という



植物の部位については，伝統色名，英語色名とも

に，花に由来するものが圧倒的に多く，次いで、，果

実・種子に由来するもの，三番目が茎葉部に由来す

るものであった(図 1).伝統色名と英語色名で違い

がみられたのは，果実・種子に由来するものは英語

色名に多かったこと，染色したときの色に由来する

ものは英語色名よりも伝統色名に多かったことで

ある.

色名となった植物の用途については，時代により，

国や地域によって異なる.資料や植物図鑑などを参

考にしてまとめた表 2をもとに，どんな用途の植物

が多し、かを探ってみた.

伝統色名，英語色名のいずれについても，飲食曙

好用と観賞用の植物が多く，両者聞の違いは大きく

なかった(図 2).次いで，多かったのは薬用・香用

植物であり，英語色名よりも伝統色名の植物におお

かった.また染料として使われる植物も，英語色名

より伝統色名に多かった.

以上のように，植物色名に使われている植物の多

くは，主に花や果実・種子などを観賞用，食用，薬

用・香料として用いられてきたものであることがわ

かる.これらの事実は I色名は人々の生活の中か

ら生まれたJ(武井 1975)といわれるが，身近にあっ

て見たり，食べたりすることができるので誰もが共

通に知っていて，伝達者が伝えたい色を，受ける人

が容易にイメージできる植物が媒体として使われ

てきたことから植物色名が生まれたことを物語っ

ている.

(2015年)

ように文化による視点の違いを示す事例もある.

植物に関係する色のなかで，植物色名と間違えや

すいのが，桜桃色と菜の花色である.前者はセイヨ

ウミザクラの果実，後者はアブラナ属植物の花のこ

とであり，いずれも植物の和名ではない.

以上のようにすくなからず混乱がみられるのは，

科学的分類体系が確立される前から方言や国によ

る名前の違いを含む植物の名前が色名に借用され

てきたものがあること，色の認識そのものが個人や

文化によって異なるので類似の色や形をもっ植物

では混同を招く可能性があること，色名と植物との

対応に関する検証が必ずしも厳密には行われてこ

なかったことを示唆するものと考えられる.

本稿では色名と植物との対応についての詮索は

行わず，日本の伝統的色名と英語名として紹介され

ている色名を可能な限りリストアップしているが，

色名とその由来となる植物との対応を種レベルで

克明に検討するのも，興味深い研究課題の一つにな

るのではなかろうか.
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4.植物色名の由来とその植物の主な用途

まず植物色名の由来については，資料によって異

論のあるものがあり，それらは可能な限り取り上げ

てまとめたので，複数記述になっているものもある

(表 2).そのことを踏まえたうえで，色名の由来を

概観してみよう.なお，その割合は，植物の属・種

の数，すなわち，伝統色名では III種類，英語色名

では 124種類に対する百分率で示した.

口伝統色名

・英語色名

50 

40 

20 

10 

30 (
求
)
令
誌

染色ほか果実・種子花茎葉部根部

植物色名の由来

。

図 l
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口伝統色名

・英語色名

60 

50 

40 

30 

20 

10 

(
求
)
品
中
高

加工染料制作・工作観賞薬用・香用飲食噌好

。

の植物に親しむという手法は必ずしもすべての色

にあてはめるわけにはし、かないことを理解してお

かねばならない.とはいえ，閏芸化が進まず色の変

異が少ない，色名となっている野生植物への関心を

高めることには有効であろう.また，植物の名前が

色名として使われているとしづ事実を認識させる

こと，どの植物がその色名のもとになったか，古来

の植物はどんな色だ、ったのか，という疑問を子ども

に抱かせることが植物への関心を高めることにつ

ながるし，仲間同士や園芸療法の場での話題のーっ

となり，園芸への興味を深めうる点では，植物色名

にはまだまだ大いに活用の余地があるといえよう.
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